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第１節　史跡指定の概要

１　指定に至る経緯

　棚倉城は江戸幕府成立初期の不安定な政治情勢の中で、特殊な軍事・政治的な状況の中

で築城され、幕府の安定により政治的・軍事的地位の低下によって、寛永期築城の形態

を残している数少ない中小大名の居城遺構であり、最大の特徴は、深い堀と大土塁に囲ま

れた長方形単郭の本丸跡と、その土塁上にある二重の隅櫓と、それを繋いで全周する長大

な多門櫓にある。二ノ丸西面に残る石垣は、自然石主体の布積み崩しとされ、文禄・慶長

初期の織豊系城郭にみられる古式の様相を持つ点が特徴とされ、それは丹羽家が持ってい

た伝統的な石垣の知と地域の石材環境に適応した技術の選択によった結果と評価されてい

る。

　追手門跡付近には近代以降、東白川郡役所や営林署などの行政機関の建物が建てられ、

本丸跡には農産学校が建てられるなど、引き続き行政の中心として利用されてきた。その

後、本丸跡では昭和30年代まで棚倉競輪の会場や小学校の運動会の会場として利用され

るなど、町民にとってかけがえのない場所であり、憩いの場所でもあった。

　東日本大震災により二ノ丸西面に遺る石垣の一部が崩落したことを契機に、町民のシン

ボルである棚倉城跡の保存への関心が高まり、商工会を中心にした保存を目的とした動き

も見られる。町ではパンフレットの作成や講演会を開催する等、棚倉城についての理解の

深化に取り組んでいる。また、震災の復興を願ったキャンドルナイトも本丸跡を利用して

開催されている。棚倉城跡は都々古別神社が鎮座していた時代から現在まで、町民の心性

に欠かすことの出来ない場所でもある。

　当町では平成 23年（2011）から28年（2016）にかけ、国史跡指定を目指して、発掘調査、

測量調査、文献調査、絵図調査等を実施した。その調査成果をもとに棚倉城跡を保存活用

していくため、平成30 年（2018）７月23日に史跡指定意見具申書を提出した。文化審議

会において審議が行われ、平成30年11月16日に史跡指定の答申がなされ、これを受け、

文部科学省により平成31年２月26日付けで告示がなされた。

２　指定告示

・名　　称　棚倉城跡（たなぐらじょうあと）

・種　　別　史跡

・指定基準　二 . 都城跡、国郡庁跡、城跡、官公庁、戦跡その他政治に関する遺跡

・官報告示　指定年月日　平成 31 年（2019）２月 26 日　（告示第 20 号）

・所 在 地　福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字城跡地内

・指定面積　66,999.94㎡

・所有関係　民有地　　2,730.69㎡

第３章　史跡指定の状況
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　　　　　　町有地　　64,269.25㎡

・管理団体　棚倉町　令和元年（2019）10 月 10 日　（告示第 990 号）

３　指定説明文とその範囲

　棚倉城跡は、江戸時代前期に築城された城跡であり、福島県東白川郡棚倉町の中心市街

地、八溝山を源流とする久慈川が作り出した河岸段丘上の平坦面に所在する。棚倉は常陸

国と境を接する陸奥南端の要衝地であり、中世には白河結城氏、会津蘆名氏、常陸佐竹氏

等による勢力の交替があり、棚倉市街地の北約１kmに位置する赤館城が政治軍事の拠

点であった。関ヶ原の戦いの後佐竹氏が秋田に移られると、慶長８年（1603）、立花宗茂

が棚倉藩主となり、現、棚倉城跡付近に屋敷を構えて政務を執ったとされる。宗茂は元和

６年（1620）、筑後国柳川へ転封となり、同８年、常陸国江戸崎藩主の丹羽長重が３万石

を加増され、５万石をもって棚倉に入封した。

　長重は寛永元年（1624）９月、赤館城の改修を幕府に願い出たが、より適地への築城を

指示され、近津明神（馬場都々古別神社）の社地であった現、棚倉城跡の場所を選定、同明

神を西郊に移転させ、同２年正月より普請を開始した。棚倉城築城の背景には、伊達、上

杉、佐竹といった有力外様大名がひしめく奥羽への対策が江戸幕府として依然重要であり、

そのため奥羽の玄関口に位置する棚倉に丹羽長重を配して新規築城を行わせたと推測され

る。長重は普請途中の寛永４年、白河へ転封となり、近江国長浜から内藤信照が入封し、

引き続き城の造営や城下の整備を行った。その後、城主は太田氏、越智松平氏、小笠原氏、

井上氏、松井松平氏、阿部氏と変遷したが、いずれも徳川譜代か親藩の家柄であって、幕

府の要職に就く者が多かった。水戸街道が城下を走る陸奥南部の境域として重視されたた

めと考えられる。

　幕末の慶応２年（1866）、白河から10万石で入封した阿部正静は、戊辰戦争において奥

羽越列藩同盟に加わり新政府軍と戦い、攻撃を受けた棚倉城は落城した。近代以降、東白

川郡会議事堂・東白川郡立農蚕学校が置かれ、また、二ノ丸堀の埋め立て、土地の払い下

げ等によって城跡は変貌を遂げたが、現在、本丸を中心に往時の姿をとどめ、都市公園と

して利活用されている。

　棚倉町教育委員会では、棚倉城跡の価値を明らかにするため、平成 23 年度から28 年

（2016）に発掘調査、測量調査、文献調査、絵図調査等を実施した。棚倉城の縄張りは、

巨大な土塁と水堀で区画される長方形の本丸と、それを取り巻く二ノ丸、その北西の三ノ

丸（林曲輪）からなる輪郭式の構造である。本丸内は東西約60 m、南北約73 mの規模で、

周囲の土塁は本丸内から比高約６m 、幅約７m（基底部約 30 m）、南北２箇所に枡形虎

口を設ける。 幅36 m 前後の堀を含めた本丸の規模は東西約150 m、 南北約 360 m の規

模で、本丸同様に水堀と土塁がめぐり、東側に開く追手門ほか４門を設けていた。近代以

降、二ノ丸堀は埋め立てられ、土塁も削られたが、現在も北辺部に約 50 m 分の土塁が残

る。二ノ丸西側の崖部には棚倉城で唯一とされる石垣が延長約160 m（高さ約 3 m）にわ

たり鉢巻状に築かれている。本丸の内部には藩主御殿が造営され、土塁上には二重隅

櫓４棟、一重隅櫓１棟が建てられ、各櫓間が多門櫓により連結し、その総延長は 204 間（約

367m）と東北地方の城郭では随一の規模である。

　本丸土塁の発掘調査では、多門櫓の礎石を確認し、戊辰戦争時と思われる焼土や被熱し

た土壁材が出土した。同西土塁の調査では、多門櫓の規模（梁行 4.1m）、隅櫓の礎石を確

認した。二ノ丸石垣の積み方は、本石垣は自然石主体の「布崩し積み」で、一部には大型

の石材（鏡石）を散在させる意匠的な積みがみられ、文禄・慶長初期の織豊系城郭に見ら

れる古式の様相をもつが、石垣面を平らかにするハツリも見受けられる等、元和から寛永

期の平面性の高い石垣を意識して構築したものと評価される。正保城絵図をはじめとする

絵図調査の比較等から、築城当初の基本的な城郭構造が幕末まで維持され、近代以降の改

変はあるが、城跡が良好に残存していることが判明した。なお、二ノ丸南門が棚倉町内の

長久寺に移築され現存する。

　このように、棚倉城跡は、寛永年間に棚倉藩主となった丹羽長重によって築城され、そ

の後も親藩・譜代大名の居城となり幕末に至った城跡である。江戸時代前期における江戸

幕府の奥羽政策や、寛永期の築城形態のありようを理解する上で貴重であることから、史

跡に指定して、その保護を図ろうとするものである。（『月刊文化財』平成 31年（2019）2

月号）
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第４図　史跡指定範囲図 第５図　推定遺構図

史跡指定地
周知の埋蔵文化財包蔵地

土塁
門・櫓

凡例
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３　指定地の状況

　棚倉城跡の指定範囲は第６図の通りである。その面積は 66,999.94㎡を測る。その

うち、町有地は 64,269.25㎡で約 96％となっている。

第６図　棚倉城跡地籍図

第５表　指定地内の地番と面積

史跡指定地内の町有地
史跡指定地内の民有地
周知の埋蔵文化財包蔵地
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第２節　棚倉城跡の植生

　棚倉城跡が国指定史跡となった翌年の令和２年（2020）３月、棚倉城跡の本丸跡内と本丸掘周辺

の植生調査を実施した。調査は、区域内の樹種およびその幹回・樹高、枯れ・腐朽などの現況を診

断した。調査を実施した範囲では、501本を記録した。平均樹高が 9.2m、幹回が123cmであっ

た。また、調査木の約2.1％の11本が枯れ、約25.1％の126本が半枯れ、約2.3％の12本が腐

朽と判定された。これらを合わせると全体の約30％（149 本）が倒木、枝折れ等の危険性が高い

状態にある結果となった。健全と判定された調査木は352本であった。

第７図　棚倉城跡航空写真



－ 29 －第 8図　棚倉城跡植生現況図



－ 30 －
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第３節　発掘調査の概要

１　発掘調査歴

　これまでの発掘調査歴・出土遺物等については第９図・第10 図および第 6 表の通りで

ある。このうち、平成１７年度に行われた調査では、追手門の礎石６基が検出された。

第９図　棚倉城跡発掘調査箇所一覧
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第６表　棚倉城跡発掘調査歴一覧

追手門礎石 多門櫓礎石①

多門櫓礎石② 隅櫓（二重櫓）礎石

出土遺物 現地説明会

第 10 図　棚倉城跡発掘調査出土遺物・遺構
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２　石垣及び土塁の測量調査

　平成 23 年（2011）３月11日に発生した東日本大震災により、二ノ丸西側の石垣が２箇

所崩落した。このため、棚倉町教育委員会では棚倉城跡の保存に対する町民の意識の高ま

り、また文化庁と福島県との協議により、国庫補助を得て必要な調査を平成 24 年度より

実施した。また、棚倉城跡の周知の埋蔵文化財包蔵地範囲について、地形測量・図化作業

を行った。

３　保存目的の範囲確認調査

　国庫補助を得て行った確認調査の調査成果は以下の通りである。

第Ⅰ次調査（平成25年（2013）３月11日～29日）

　老朽化した町立図書館の解体工事に伴い試掘調査が必要となったことが調査の原因であ

る。当該地は、江戸時代の絵図（学習院大学蔵『陸奥国棚倉藩主・華族・阿部家資料』の

うち「棚倉城請取渡当日御着座之間幷出役之図」）によれば本丸御殿に当たることから、

建物遺構の残存状況を把握し、町立図書館の解体工事の方法を検討する資料を得る目的で

試掘調査を実施した。調査は、町立図書館の南側に東西方向に３本のトレンチを設定して

重機で調査した。結果として当該地については、建物遺構は発見されなかったが、表土か

ら約 15cm で焼土が検出された。検出された焼土は広範囲に拡がっていることから大規模

な火災の痕跡と考えられ、戊辰戦争によるものと判断された。

　本丸跡については、明治以後から現在まで様々な用途に利用され、遺構の破壊も進んで

いると考えられてきたが、調査の結果から棚倉城の遺構が比較的良好に遺されていること

が判明した。このような調査結果から、町立図書館の解体工事に際しては、上屋部分のみ

を解体することとして、基礎解体については時期を見て行うこととした。

第 11 図　石垣写真測量図

第Ⅱ次調査（平成25年（2013）７月26日）

　調査の原因は、当該地の土地所有者が住宅建設を計画したことによる。住宅建設工事予

定内の１箇所にトレンチを設定し調査を行った。

第Ⅲ次調査（平成25年（2013）12月16日～平成 26 年（2014）１月23日）

　調査の原因は、当町が町立図書館解体工事に伴い、街路灯設置工事を計画したことによ

る。当該地は本丸内にあることから、建物等の遺構の有無を確認するために試掘を実施し

た。街路灯設置工事予定内の３箇所にトレンチを設定し調査を行った。結果として、本丸

平場土塁構築土の境を平面で確認することができた。

棚倉城跡石垣付近ボーリング調査（平成27年（2015）３月20日～３月31日）

　棚倉城跡の地下地盤資料を得ることを調査目的とし、ボーリング調査を行った。結果と

して、全体的にほぼ均一な砂質土類で、風化砂岩類の二次堆積物と判定された。調査地点

では基盤層である風化砂岩層は確認されず、周辺は段丘堆積物が比較的深く堆積する地域

と判断される。

第Ⅳ次調査（平成27年（2015）７月１日～８月12日）

　調査の原因は、本土地所有者が当該箇所の家屋取り壊しを計画したことによるものであ

る。当該地は棚倉城二ノ丸石垣の上部にあることから、町教育委員会では、詳細な遺跡の

状況を把握し今後の対応を図る目的で、試掘調査を実施することとした。調査の結果、柱

穴が３基検出された。また石垣に伴う裏込め石も確認された。遺物は地山の漸移層よりか

わらけ片が出土、他に陶磁器片や瓦片も出土したが、こちらが近代から現代までの耕作土

中からの出土となっている。

第Ⅴ次調査（平成27年（2015）９月24日～10月16日）

　調査の原因は、本土地所有者が当該箇所の家屋取り壊しを計画したことによるものであ

る。当該地は棚倉城の範囲内であることから、棚倉町教育委員会では、詳細な遺跡の状況

を把握し、今後の対応を図る目的で試掘調査を実施した。調査の結果、遺構は検出されず、

遺物は表土層から出土した陶磁器片のみである。

第Ⅵ次調査（平成28年（2016）２月15日～３月31日）

　棚倉城跡調査計画に基づき、今後の城跡保存に活用するため年次計画による学術調査を

実施した。調査目的は正保年間（1645 ～ 48）に作成された『奥州棚倉城之図』等に描か

れている本丸土塁上の多門櫓の確認である。14 号トレンチと 15 号トレンチより多門櫓の

礎石が確認された。また、礎石が確認された暗褐色土層には焼土が混じっており、被熱し

た土壁材も出土している。これは、戊辰戦争の兵火で焼けたと思われる廃材（土壁材）を

含む火災処理の土を利用し、戊辰戦争以後に盛土・整地されたものと推測される。また、

同じ層からは和釘も出土している。

第Ⅶ次調査（平成28年（2016）６月27日～８月31日）

　棚倉城跡調査計画に基づき、今後の城跡保存に活用するため年次計画による学術調査を

実施した。本調査は平成 27 年度本丸土塁上多門櫓確認調査の追加調査として、多門櫓の
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規模と隅櫓（二重櫓）の礎石確認を目的として実施した。調査成果として、新たに多門櫓

の規模（4.1m）を確定し、櫓の平面プランが分かり、礎石の高さもよく揃っていた。こ

のことは土塁の盛土施工が丁寧に行われていたことの証左とみられる。また礎石列には抜

き取り等の修理の痕跡がほぼないこと、戊辰戦争時と想定される火災痕が残ることから、

多門櫓の平面プランが創建から幕末まで基本的に変わらず維持されてきた可能性が高いと

みなされる。そして、４基存在したとみられる隅櫓（二重櫓）の１箇所を調査し、ここで

も具体的な礎石の姿を確認した。

・主な調査履歴、報告書

平成 23 年度　二ノ丸西側石垣の測量調査（東日本大震災に伴う緊急調査）

平成 24 年度　試掘調査・本丸跡地形測量調査

平成 25 年度　試掘調査・本丸跡土質調査

平成 26 年度　二ノ丸跡石垣調査・土質調査

平成 27 年度　本丸跡・二ノ丸跡試掘調査

平成 28 年度　本丸跡補足調査

平成 25 年度　「棚倉町埋蔵文化財報告書 23　棚倉城跡Ⅰ」　福島県棚倉町教育委員会

平成 26 年度　「棚倉町埋蔵文化財報告書 24　棚倉城跡Ⅱ」　福島県棚倉町教育委員会

平成 27 年度　「棚倉町埋蔵文化財報告書 25　棚倉城跡Ⅲ」　福島県棚倉町教育委員会

平成 28 年度　「棚倉町埋蔵文化財報告書 26　棚倉城跡」　　福島県棚倉町教育委員会

４　城絵図・城下絵図の調査

　平成 26 年より、考古学的な見地のみではなく、文献資料を含めた他分野からのアプロー

チにより棚倉城の歴史・構造を明らかにすることを目的に、絵図調査を実施している。町

が所蔵している城絵図・城下絵図及び訪問調査を行った絵図をまとめたのが、第７表であ

る。
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